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西暦も1000年代から2000年代へと変わった今年、

最初に参加した学会がこの第13回日本放射光学会年

会・放射光科学合同シンポジウムです。日程は、1

月7日から9日で、場所は岡崎コンファレンスセンタ

ーという分子科学研究所のすぐ側に位置する、東岡

崎駅から登り坂を歩いて15分程のところにあるとて

もきれいな建物でした。

初日は、SPring-8利用者懇談会総会と企画講演が

メインでした。旅費の支給を受けるためにはもちろ

んSPring-8利用者懇談会総会から参加しなければな

りませんが、私のいる仙台からは朝6時の東北新幹

線に乗らなければ間に合いません。なかなかつらい

ところです。いつも総会と言うと格式張っているた

めに学生の私にはいささか窮屈に感じるところがあ

るのですが、今回は新ビームラインの紹介が非常に

印象的で参加しがいがありました。具体的には、脳

機能研究会のエクテサビ＝アリさんの発表であり、

内容としては、痴呆病患者の脳神経中（だったと思

うのですが）に含まれるFe+2とFe+3の割合を

XANES測定から調べたものであります。このFe+2

とFe+3の割合と痴呆病の進行具合とに密接な関係が

あると言うことを報告されていました。発表者の話

特別講演の続編である「軌道秩序」に関する話題の

広がりと固体物理への有用性を感じた。ポスター発

表に関しては、会場が狭かったとの声が多かった。

先に参加がはっきりしている企業展示に十分なスペ

ースを確保してしまったせいであろうか、対面的に

廊下に配置されたポスターは一方を見ようとすると

もう一方の邪魔になってしまい、議論を妨げる格好

になってしまっていた。しかし、205件という多数

の参加は喜ぶべきことであり、この件数をさばくの

に実行委員の方々も少ないスペースを有効に使おう

と苦心されたものと拝察する。筆者の関係する分野

に限って言えば、SPring-8を利用した研究はますま

す独自色をはっきりさせる必要を感じた。PFだけ

でなくHiSORもいよいよ稼働されるとなると、なぜ

SPring-8を使うのかが明確でないと、ただ何となく

取ったデータばかりになってしまいそうである。こ

れはまだ潜在的ユーザーである筆者自身の自戒でも

あるが。

最後に本報告を書くことになった経緯について一

言。SPring-8総会で「原稿依頼は快く引き受けて下

さいますよう」と言われていた編集幹事の圓山先生

から二度目の執筆依頼を受け、「まぁ報告ぐらい」

と軽い気持ちで引き受けてしまったが、バックナン

バーを見返して愕然。筆者のような浅学が預かる文

面でないと恐れ多くなってしまった。遠ざかる記憶

を呼び戻しながらも、せめて客観的な雰囲気だけで

もお伝えできたなら幸甚に存じます。

中島　伸夫　NAKAJIMA  Nobuo
弘前大学　理工学部
〒036-8561 青森県弘前市文京町３
TEL：0172-39-3544 FAX：0172-39-3541
e-mail：nobuo@nakajima.com

研究会等報告

第13回日本放射光学会年会・放射光科学

合同シンポジウムの報告（その2）

千葉大学大学院　自然科学研究科

東北大学大学院　　　理学研究科

菖蒲　敬久



114 SPring-8 Information／Vol.5 No.2  MARCH  2000

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

し方が非常にわかりやすく、門外漢の私にも放射光

の医療へのつながりをまざまざと感じる事ができま

した。このような楽しい発表があるのであれば、次

回の総会にも参加してみようかと思いました。

その後の企画講演はいくつかのセッションに別れ

て行われ、私は軌道秩序を中心とした発表を聞いて

いました。村上先生（KEK-PF）のMn系物質で見

つけた吸収端近傍における共鳴X線散乱による軌道

秩序の観測と言う実験からのアプローチと、石原先

生（東北大金研）の理論からのアプローチによる講

演は大変わかりやすく、今後様々な物質で研究が進

められて大きく発展するであろう事を予感させるも

のでした。また坂田先生（名大工）の共鳴X線散乱

を使わないアプローチは、私たちに更なる研究の可

能性を示してくれたと思います。ただ、せっかくの

企画講演だったのですが、時間があまりにも短く、

どの話もイントロで終わりと言う物足りない感じが

して残念でなりませんでした。もう1つ残念な事は、

同じ時間の別の企画講演が聞けなかった事です。放

射光学会のタイムスケジュールは、きれいに企画講

演は企画講演、口頭発表は口頭発表と別れていてわ

かりやすいのですが、反面、往々にして講演が重な

りがちになります。このため、異常分散を利用した

構造解析の話を聞く事ができませんでした。企画講

演は最近のホットな話題が多く、私以外にも分野が

多少違っていても聞きたいという人も多いと思いま

す。この辺りは、何とか配慮してタイムテーブルを

組んでもらえるとありがたいところです。

企画講演が終わったのは17時30分オーバーで、た

いていの学会ですとこれで終了。あとはそれぞれ連

れ立って街に出かけて親睦を深めたりするのが通例

ですが、今回の放射光学会はこれからオーラルの発

表と言う非常にハードスケジュールでした。私は友

人や、同じ研究室のスタッフの発表があったので、

X線散乱の会場へ足を運び話を聞いていました。そ

の会場の前半の発表は、軌道秩序に関係したもので

あり企画講演の補足といった感じでとてもわかりや

すく聞く事ができました。また、その会場はいつも

見かける人達が多く、なんとなく気持ちの上で安心

感がありました。研究について聞く事は楽しいので

すが、何分まだ学生なのでどうしても仲間が少なく、

気後れしてしまう場などもあります。そういう時に

は、特に、顔なじみの知り合いの存在が非常にうれ

しく感じられます。特に放射光学会はそうなのです

が、学生の数が非常に少ないと思われます。その世

界がどれだけ活気づいているかどうかのバロメータ

は学生の数であるように私は思っています。今回、

企業展示で来られた方が話されていましたが、昔に

比べると放射光学会年会も合同シンポジウムと言う

形にして参加する人の数も増加しているものの、学

生を含む若手研究者の数はあまり増えていないとの

ことです。それで、いわゆる入りずらい雰囲気があ

るのではないかという事を言われていました。（奥

手にならずどんどん入ってくれば良いと言う考え方

もあるのかもしれませんが…）

脱線してしまいましたが、話をまた学会の本線に

戻して…。2日目からは、朝から発表がありました。

午前中は、VUV-SX、生物関連、加速器についての

口頭発表がありましたが、私は午後に自分の口頭発

表があったこともあり、ほとんど聞くことができま

せんでした。

午後からは、ポスターセッションと、パラレルに

XAFS関連の口頭発表がありました。ポスターセッ

ションと同時の口頭発表と言うのは学会ではごく当

たり前なのですが、一部の研究内容だけが口頭発表

と言うのもなんとなく不思議な気がします。口頭発

表の方の聴講者は、普段よりも少し少ないといった

感じがしました。

2日目のメインは、特別講演です。分子科学研究

所の茅幸二先生と東京理科大学の中井泉先生のお2

人の発表には、たくさんの人がつめかけました。私

が、その会場（最も広い会場で200～300名ほどが収

容可能）に到着した時には、すべての席が埋まって

いて、世話役の人が席の増設作業に追われていてあ

わただしい雰囲気でした。参加された方々は、お2

人の発表を熱心に聞いていました。特に中井先生の

話は、内容もさる事ながらその話し方にみんな大笑

いをしたりと、楽しく聞く事ができました。この辺

りが人を引き込むテクニックなのでしょう。うらや

ましい限りです。内容は、昔から行われている蛍光

X線分析を様々な領域に応用する事についてで、考

古学研究や有名なあの和歌山毒カレー事件の調査な

ども今回の話に登場しました。いたずらに新規な方

法の開発に走る事無く、従来のテクニックを駆使し

て研究を行っていく姿勢には感銘を受けるところが

ありました。もちろん、研究方法に何から何まで一

切新しいところが無いと言うわけではなく、

SPring-8のような第3世代の放射光の出現、つまり

高エネルギーでの蛍光X線分析が可能になって初め

て実現化した研究であると思われます。
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この講演の後、放射光学会の総会があるので引き

続きそのままお待ち下さい、と言うアナウンスがあ

ったのですが、大半の方が笑いながら退出していき、

総会に対して関心が無い様子が伺えました。総会を

運営する人の苦労が忍ばれます。この後は更に懇親

会へと予定は進んでいくのですが、私は、参加せず

でしたので詳しい様子は分かりませんが、話を聞く

と結構な人が集まって盛り上がっていたそうです。

ただ、参加者には若手はほとんどいなかった事をも

らしていました。

最終日は、朝一番に企画講演が行われ、その後い

くつかのセッションに別れて口頭発表が、午後にポ

スターと口頭発表がパラレルに行われました。私は、

自分のポスター発表があったので、口頭発表を横目

にポスター会場に一足先に赴き、自分のポスターを

貼ることにしました。時間が余ったので、ポスター

会場と隣接している企業展示の方を少し覗いていま

した。企業展示の数は、44件と例年と数は変わらな

いようですが、狭いところにぎっしり詰まった展示

場は、熱気で溢れていました。ただ、午前中をもっ

て展示は終了らしく、片付けを始めていた企業もあ

りました。実は、この会場の奥深くにお茶やお菓子

が用意してありましたが、これは企業展示の会場に

少しでも人が寄っていくようにとの努力なのでしょ

う。2日目の午後の口頭発表が始まる少し前には、

放送でもお茶の存在をアピールしていたことが思い

出されますが、それも企業展示の方へ足を向けさせ

るための配慮だったのでしょう。企業展示の狭さも

さる事ながら、ポスター会場の狭さにも驚きました。

ポスターの大きさは、90cm×120cmと他の学会の

ポスターより小さく、隣とはくっついているので、

発表者のいる時間帯などは、もう浅草浅草寺の賑わ

い（大阪ですと、難波の道頓堀へつながる商店街の

賑わい）状態でした。しかもその会場の形が結構特

殊で、私たちなどは、奥の90°折れたところで3m×

5mほどの突き当たりに10名ほどがポスターを貼っ

て発表を行うという感じでした。このスペースには、

物性関係のポスターが集まったみたいですが、私の

回りは、知り合いが多くほとんど内輪の盛り上がり

になってしまいました。ただ、かえって一人一人と

より深くディスカッションできたのでそれはそれで

充実した時間が得られ、私の隣の方などは、ボスと

久しぶりに会ったのか、自分達のポスターを見なが

ら今度の研究方針を決めていたぐらいでした。それ

にしても最近のポスターはきれいだと思いました。

しかも1枚つづりのポスターが続々と現れ、昔のよ

うにA4用紙を何枚も貼るという人が少しずつ減っ

ている感じがしました。

以上が今回の報告ですが、いろいろな分野があり

ながら、私自身の興味とも重なって片寄った内容に

なってしまいました。特に学生からのアプローチと

いう事も考慮して、その時々で私自身が感じた事を

書いてしまい、読まれた方によっては非常につまら

ない文章であったかもしれませんが、ご理解のほど

よろしくお願いします。この内容を読んで放射光学

会の状況を少しでもイメージして頂ければ非常にう

れしく思います。
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